
令和８年度 

米沢市市民憲章表彰候補者推薦について（要項）  

 
１．推薦の基準について   
（１）次のいずれかの項目を長年（概ね５年以上）実践し、今年度以降も継続していくこと。 

  （児童・生徒は、年数を問わない。） 

  ア．芸術や教育文化の発展に尽くし他の模範である者 

  イ．勤労をたっとび産業の発展に尽くし他の模範である者 

  ウ．互いに助け合い地域福祉の向上に尽くし他の模範である者 

  エ．公徳心を高揚しきれいなまちづくりに尽くし他の模範である者 

  オ．その他市民憲章の実践や他の模範である者 

  ＊ただし、当該事績について大臣表彰など既に国・県・市、関係機関から上位の表彰を受け 

ているものは、被表彰者から除くものとする。 

 

２．推薦書の作成と手続きについて 
学校・全市的組織からの表彰候補者推薦 

 組 織 表彰候補対象者 内 申 者 提出期限 

 
１ 学校関係 

児童・生徒や PTA な

ど学校関係者 
学校長（小中高） 

８月７日（金） 

２ 各実践団体 実践団体の関係者 実践団体の代表者 

３ 

市内１７地区 

中部・東部・西部・南部・

北部・松川・愛宕・万世・

広幡・塩井・六郷・窪田・

三沢・田沢・山上・上郷・

南原 

個人または団体 

①市民憲章推進委員会の

委員長・会長（１７地区） 

②コミュニティセンター管理運

営委員長（１７地区） 

③地区委員 

 

３．推薦書作成上の留意事項   
（１）推薦書作成は、１件（個人・団体とも）について規定の推薦書（裏・表記入）１枚に記入して 

ください。 

（２）「氏名」は、略字を用いないで正確に書き、「ふりがな」を付けてください。 

（３）年齢は令和８年３月３１日現在の満年齢とし、正確な年齢が不明のときは、空欄で提出して 

ください。 

（４）推薦理由（実績など）は抽象的な表現ではなく具体的に記載してください。※裏を参照。 

（５）推薦に際しては、候補者に連絡若しくは照会しないでください。 

（６）前年度表彰受賞者一覧が裏面にありますので、推薦理由などのご参考にしてください。 

 

４．その他 
（１）表彰者選考の結果は推薦者に対し送付し、表彰決定の場合、推薦者は通知文書を受賞者

にお渡しください。今年度の表彰者選考委員会は９月中旬の予定です。 

（２）表彰式へのご案内は、受賞者へ改めて送付します。 

（３）推薦書を事務局で確認の上、＜過去に一度ご受賞された方＞につきましては、表彰候補者

から除外させていただきます。 

 

５．推薦書の提出先及び問い合わせ先 
  米沢市コミュニティ推進課内 米沢市市民憲章推進協議会事務局宛 

  TEL２２－５１１１（内線２８５５） FAX２２－０４９８



 参 考  
 

令和６年度表彰者事績内容一覧表                                 （敬称略） 

 ＜団体の部＞ 

NO 地区 団 体 名 事 績 内 容 

１ 
上

郷 Ｆ Ｃ
エフシー

アルカディア 

サッカークラブであるが、平成１３年から児童と保護者・指導者とと

もに、上郷文化祭協賛のクリーン作戦に参加し、スポーツ振興のみな

らず、地域の美化と衛生環境の向上に尽力している。 

２ 
窪

田 下中田
しもなかだ

町内会
ちょうないかい

福祉部
ふ く し ぶ

 

平成１７年の発足以来、一人暮らしの高齢者宅の年２回の見回りや

声掛け、福祉協力員の研修、年３回の「いきいきサロン」での町内交

流、広報誌「ひまわり」の発行をしている。 

また、福祉分野以外で、自主防災やＰＴＡ育成部と共催で交流活動

を行っている。 

 ＜個人の部＞ 

NO 地区 氏  名 事 績 内 容 

１ 
塩

井 内藤
ないとう

 稲
い

久
く

子
こ

 

約２０年前に転居してきて以来、町内活動には積極的に参加し、十数年前か

らはクリーン作戦以外にも国道脇のゴミを拾い自費で処分し、道路の美化に貢

献している。 

また、転居当初から里親として保護された犬猫を引き取り、動物愛護の精神

に富んでいる。 

２ 
上

郷 本田
ほ ん だ

  進
すすむ

 

平成１５年頃より２０年以上に渡り、上郷小学校児童の登下校の付き添いを

毎日行っており、児童たちの安全・安心を見守っている。今後も活動を継続して

いく予定。 

 

令和７年度表彰者事績内容一覧表                                  （敬称略） 

 ＜個人の部＞ 

NO 地区 氏  名 事 績 内 容 

１ 
愛

宕 髙
たか

橋
はし

 仁
に

太郎
た ろ う

 

平成１１年度から平成２０年度まで直峰
の みね

町町内会副会長・会長を務め、町内

会の発展に尽力。特に直峰会館建設においては多くの課題を乗り越え、完成に

導くなど大きな功績を残しました。退任後も顧問として町内活動に継続的に貢

献されています。 

堀立川環境整備推進協議会（※１）の初代会長として、平成２４年度から平

成３０年度まで活動を推進。河川沿いでの清掃活動を牽引し、地域の環境保全

にご尽力されました。現在も相談役として会の運営や地域活動に貢献していま

す。 

２ 
東

部 青木
あ お き

 敏
とし

美
み

 

平成２９年より末廣町町内会会長として、夏祭りの子供神輿行列やビアガー

デン、秋祭りの芋煮会などを企画・運営され、地域の発展に大きく貢献されまし

た。ご退任後も顧問として役員会に参加され、引き続き後見的立場からご尽力

されています。 

また、令和５年より民生委員児童委員としても活動され、高齢者への行政サ

ービスの普及にも町内会と連携をとりながら活動されています。 

 


